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多数の醒をぐ允、 
の惑星国蒸が存在していた,.そのエレミア_で 
は、ふたつの勢力が緊張を高あった 翻 
のひとつは、惑星デュミナスを唯一の領土とする 
“デュミナス王国”もうひとつは、複数の惑星で国 I 
家を形成する大国“デト□ワ連邦共和国” 

緊張の原因は単純であったある年、このふた 
の国家が匾かれる惑星同士が鉍接近軌道に入 a 
お互いの領空とする宙域が交わる事が判明した 
のだ，この p な場合は、各惑星国家が制定した 
星系法滅 ftg ：、 双方の領空宙域を均等に縮小 
^られてぃテュミナスは、$差す 
の問攀豪外交交渉によって解決しようとし 
、デト cAte : れに応じなかった.それどころ 
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感二-的に宣 




国境付近のレジナン雨域 
力衝突を起こす 


I 系のミ_4讎ンスの崩壊 
咽を出し，この侵攻 f 制裁の為 
無論、星系€国家が納得でき 
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であるテ 


圧倒的軍事力を持つデト□ヮ軍， 
ス王立軍も善戦を見せたが ， mm 
テユミナスの首都フヱールが # d 
の奇襲により占拠され|に至り v 戦 
なる。 秀 


戦争犯罪人として連行されるテユミっ 
は、デト□ワ連邦により全皇系国家 i 
のであった…。 



























多数の惑星を有するエレミア星系では、惑星などの各天体が持つ潮汐力に起因する重カバランスが極 
めて不安定で、過去に幾つかの惑星が重力崩壊により消滅している（小惑星が多いのはその名残りと言 
われる）。 ベ:' 

本来なら星系自体が消滅してもおかしくなかったのだが、惑星数が減った為に重力干渉が弱まり、現在 
の星系構成が維持されるようになった。これは、残存する惑星数と各惑星の公転周期の起こした奇跡と 
いつてよいだろう。 
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人類が宇宙に進出する以前からエレミア星系には、過去に存在した惑星が引き起こした重力干渉による 
空間の「歪み」が存在し、この歪みが亜空間への入口となっていた（これが確認されるまで、途方もない 
時間と数多くの冒険者達の犠牲があったのだが、それは別の話である)。 

現在は安定した星系構成となった事で、空間の歪みは消滅しつつあるが、その間に「歪み」の研究は人 
類の進化とともに続けられた。 . ご'〜 
そして人口的に歪みを発生させる事に成功した人類は、亜空間ゲートを建設する。この亜空間に自由に 
出入りできるゲートを使う事で、惑星間移動が瞬間的 I こ行えるようになり、交流•交配が進んだエレミア 
星系に住む人類は、共通の価値観を持つに至る。 / /- /〆 


亜空間ゲートは、各惑星のラクランジュ•ポイントに設置される。 

各惑星国家間で定め! 3 れた星系法において、この人類共通め財産である建造物を軍事目的で使用する 
事は禁止され v その扇辺すらも非戦闘宙域に指定さ n ている。 

しかし、デト□ワ軍がデュミナス侵攻や、最強艦隊の派遣の時に亜空間ゲートを使わなかったのは上記 
の理由だけではない。/ジジ ，，づ ^’ t 

ド ■ j —r^ " -‘〆 一二 _ 'I ■ 1 I _ . -■'I 

侵攻時に両国の惑星間距離が短が 6 た事 SPACE GATE 一—一巧 

や、部隊編成が大規模であった事がその E 

理由であ令。何故なら亜空間ゲートは、あ 
まりに崗時多数の物体を ii 過させる事が 

できないし、無理にやろうとしても、下手 , | 

をすると出発点の惑星に致命的な影響を 
与ぇかねなぃのだ。 

ちなみに、亜空間ゲ-卜は基本的に片道 ボ』:：/ 

であり、この出入り口の相 r ■系の立証 r I 

に関わった時間や人も途方もないものな/ I : 夂> 

のだが、それもまた別の話である。 
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E.G^CELEMIA GENESIS ) エレミア星系暦 




デュミナス星の独立と同時に、アマティスより派遣された軍隊は解散し、デュミナス王立軍となった。また 
独立以前より、武器以外の装備は現地の仕様に合わせた物を開発•生産していた為、軍装品の国産化 
率も高かった。 

デュミナス王立軍は、本星への進入前に敵を阻止する事（独立前の軍が開拓民の保護を目的とした延 
長である）を軍事的教義とし、その為、各軍の中でも宇宙艦隊は最も充足した戦力を保有していた。 
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主人公は 
ここに所属 




テュ s ナス解放羅につ wir 

唯一、敵の接収を免れたベース S -1 2に集結したデュミナス王立軍の残存兵力が解放軍に組織された。 
その編成はベース等を守備する「拠点防衛軍」と、敵軍の正規部隊との戦闘を目的とした「直接打撃集 
団 J 。 そして、遊撃戦や補給等を主任務とした「間接打撃集団」の3つから成る。 

特に間接打撃集団の「遊撃艦隊」は、王立軍の精鋭による独立部隊であり、様々な特殊任務を遂行する 
事を目的としていた。 

解放軍はベース S - 12以外の生産拠点を持っていなかったので、常に慢性的な物資不足に悩まされたが、 
遊撃艦隊の使用する兵器は優良な物が最優先で回されてし\た。 
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デュ S ナス王国軍組織図 


国家元首(国王) 



国家元首(女王) 
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(名 g 上の指揮系統) 



統 C 3 幕僚 2 X 5 我 


統合軍作戦本部 






其防衛軍！丨直接打撃集団！：間接打撃集団! 


第4艦隊 IB I ■機動艦隊残余}| g 
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第3艦隊 tia 衛星防衛艦隊} 


第2艦隊(旧■第2:4艦隊} 
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HCI め 

第1艦隊(旧•軌道防衛艦隊 ) jjlig 


各基地守備隊 



弟5艦隊個艦隊} 


弟4艦隊 r :>3 個艦隊} 


弟3艦隊 


弟2艦隊 


弟1艦隊 


国都防衛艦隊(11個艦隊) 


間星防衛艦隊{ン3個艦隊) 


m 道防衛艦隊{半個艦隊) 
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GUIDE OF THE 



f :ァ帽取級戰鑑 

王立艦政本部局の野心作。 

各国の戦艦の中でも非常に優秀な部類に 
入る本級は、その就役時に全星系の軍部 
の注目を集めた。 

:多胴船体による強靭な耐久力をはじめ、 

!攻撃力*防御力の/(ランスが非常に高い 
事で知5れ、対デト□ワ戦役時の主力とな 

■' 1 > mi. 

一鴻った。 

t : V 

L 

r X 

I F3 レス万能局地!!鼸嫌 

デュミナス王国のトップ航空機メーカー， 
フィリーモア社製の傑作戦闘機。 

局地戦闘機である本機は、作戦行動時間 
; の短い事が欠点だが、大気圏内外で行動 
i が可能で、加えて艦載機としての能力を 
持っ。 

操縦が容易な事で知られる本機は、対デ 
卜□ワ戦で多数のエースを誕生させた。 
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ガングートは数奇な運命を持つ機体である。 

デトロワの侵攻時は試作段階で®ったが、首都陥落後に運 
用テストを行っていた部隊が、試作機と設計図ごと解放軍 
に参加した為、ガングートは解放軍により採用されたので 
ある。 ' 


3^/ tiy ク級巡洋艦 

デュミナス王国が初めて自国の技術力のみで設計した巡 
洋艦で、戦闘力よりも、耐久力と長大な航続距離を重視し 
て設_ナされた。 

その堅実な設計は各国の認める所である。 


本来はデュミナスの惑星軌道に置かれていたのだが、首都 
陥落後に王立軍の残存兵力と共に別の宙域へ移動させら 
れた。 

解放軍の本部が置かれており、その所在を突き止める為、 
デト□ワ軍が捜索中である。 
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デト□ワ連邦共和国は、首都の置かれるデト□ワ星と□ドリグ星、そしてトノス星の3つの惑星で国家を 
形成する大国である。 

本来デトロワは君主制国家であり、武力を背景とした強弓|な拡大政策により大国としての地位を築き上 
げた。その最盛期は、星系内で人類が居住可能な地域の約6割を支配していた程である。 

そのデト□ワが共和制へ移行したのは、多数の統治惑星における政変や複数民族によるイデオロギー対 
立が深刻化した為である。 

だが国家としての体質は以前と変化が無いようで、現在に至るも長年に渡る国内不信を解決できず、国 
の斜陽化は続いている。 
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デト□ワ顰につ UT 

デト□ワ連邦はエレミア星系で最大の軍備を持つ国家である。 

連邦所属の3つの惑星も独自の軍隊を保有しているが、全ての指揮系統はデト□ワ本国の総司令部が 
掌握している。 

デト□ワ顆 S 迅速な進攻戦を軍事的な教義とし、その為、臨時編成される部隊の指揮をとる軍司令部は、 
時に本国の総司令部を無視する傾向に陥りがちである。惑星デュミナスを占領したのも、臨時に編成さ 
れた「デュミナス侵攻軍」が改編されたものであつた。 

国家警察自体も有力な武装を有しているが、軍部と共同で行動をとる事はない。 





機動宇宙艦隊 


テュミナス侵攻軍総司令部 


武装司令部 


一般警備隊司令部 






宇宙軍作戦本部 


連邦宇宙軍総詞令部 


邦警備隊総司令部 


連邦軍参謀本部 


連邦軍総司令部 


運邦共和国警察長官 


国家長官幕僚本部 


大統領兼首相 


トロワ連邦軍軍組織図 



各警備•基地部隊 


各惑星軍司令部 

各惑星駐留艦隊 

一 — 

各惑星駐留部隊 


航空宇宙軍 
海兵宇宙軍 


各宇宙艦隊 




S 地上.治安維持部隊 
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デーベルン級はデト□ワ連邦艦隊の主力 

I を構成す令艦である。 

I 、 耐久力は少々低めだが、生産性が非常に 
高し\本級は多数の同型艦と改正型を有す 
る事で知5れている。 

また 、あらゆる紛争において真っ先に派遣 
されるのがデーベルン級であり、軍事大 


国*升ロワを象徴する戦艦でもある。 




デト□ワ軍の C 58 ダインは戦術的運用を 


前提に開発された。 

その為、自前の索敵装置は簡易化が行わ 
れており、母艦、あるいは基地からデータ 
を受領して作戦行動を行なう事になって 
し、さ。 

デトロ q 連邦軍の他にも、連邦国家警備 
隊でも採用されている。 
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デトロワ連邦軍の新鋭駆逐艦。 

多くの統治惑星を持つデトロワの小型艦は局地的な運用 
を目的としたタイプが多いが、グーデフ級は初めから艦隊 
に随伴できる事を目的とした艦隊型駆逐艦である。 


現在のデト□ヮ連邦共和国の主力戦闘機で、デト□ヮ本国 
の他にも、連邦所属の各国でも採闬されている。 

F 71 ミューダは、制空から阻止攻撃まで多様な任務を行 
う事が可能である。 
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小惑星を改造した要塞に、強力な砲と推進機を取りつけ、 
自力で宇宙を航行する事ができる。 

デトロワ連邦軍がデュミナス侵攻の際に拠点として運用し 
た。 











デュミナス解放軍が結成されて最初に実施された作戦は、敵•テト□ワ軍への大規模な奇攻撃であつ 

た:‘ 



それまで、王立軍の残存部隊による抵抗活動は小規模な製撃が中心であったが、解效軍の i 成により組 
織的作戦が可能となると、ドック等の支援設輝が必要となった 
その為ドック機能を有する丁ベース32」は、重要な攻略目標のひとつであったベース32は、元はデュ 
ミナス王国の国境宙域！!備ステーションであったが、現在は敵の補給中継基地となっていた 
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ORDER OF BRTTLE:DETORDUUR 
RRDEYER 匚 LFI55 BATTLESmP X 1 
□ ENEVH CLASS S 匚 0UT5HIP XI 
FIGHTRE “L76 AUDF” Xc 

5CLUHIER て 58 EDFIYINE，* X こ 






ORDER OF BRTTLE:OUMINUS 
CORVECK 匚 LRSS CRUISER X 
FIGHTRE & SCLURIER X 


ベース 32 攻略は、デュミナス解放軍の一遊撃艦隊に命じ! 5 れた： 

「艦隊」とは言っても、実際の戦力はコーバック級巡洋艦が僅か1隻と、その艦載機のみであった 
確かに少ない戦力だが、それは敵の防衛隊も同様であったテト□ワ軍にとって、ベース32はそれほど 
重要な基地とは見なされなかった為、防衛戦力は最低限しか配備していなかつた- 
また攻撃側の戦力が少数だったので、 テト□ワ軍は攻撃開始まで解放軍の動きを察知できないでいた 
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作戦開:!^後、我が艦隊は作戦エリア中央に展開する事になる。 

ベースの位置は、我が艦隊の前方の作戦エリア下方にあり、その目標である発着口はベースから突 
起した部_にある。 

ここへ我が艦を隣接させて内部へ兵を送り込み、ベース32を制圧する事が任務である。 


敵の配輯は我が軍隊から見て下記のとおりである。 

麵作戦エリア前方中央にデネヴァ級偵察艦1隻。 

漏作戦エリア左上方に戦闘機ア□フ2機。 

驪作戦エリア右下方にダイン型スクワイエル2機。 

中央に置かれた偵察艦は、こちらを誘い込むオトリと思われる。これを攻撃しようと進めば上下に展開し 
た敵の挟み撃ちを受け、し〗たずらに損害を増やす事となるだろう。 
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そこで我が艦隊の作戦としては、まずエリアの左上方に向かって自軍を移動させ、敵の戦闘機部隊を叩 
く。うまくいけば、敵のスクワイエル部隊に発見されないで済むかも知れない D 

戦闘では巡洋艦を全面に出せば、その火力で敵部隊を撃破できるだろう。後は、残った敵戦力をにらみ 
つつ、ベースの発着口を目指して移動するのだ。 

なお v ベース付近にいるアルディア級戦艦は敵の中でも最強の戦闘力を有している。できれば反撃を受 
けなし 1 1ように、遠距離か後方から攻撃したいところである。 
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部隊の指揮を司る旗艦専用の戦艦。 

デト□ワ軍は、優秀な功績を挙げた指揮官に特別な戦艦 
を与える風習がある。アルディア級は極めて試作的要素の 
強い戦艦であり、同型艦は存在しない。 

本級の特徴は速度性能にあり、その能力は、限定された時 
間内なら戦闘機並みの速力を発揮する事が可能である。 


中継 ステージヨン.，.パ >ン 

国交関係が悪化したデト□ワ連邦との間に国境宙域が形 


成されはじめると、両国はこうした/』 V 型ステーションを建設 
して国境宙域の監視 • 警備にあたらせた。 

デュミナス王国の降伏後は、デト□ワ軍が補給中継基地と 
して接収したが、後に解放軍が占領し、拠点として再使用 
した。 \ 














THE STRATEGY 
AND THE UNITS 
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救出任務において重要なのは迅速な部隊行動である。 

作戦開_時に、友軍の艦は敵の戦闘機部隊に包囲されているので速やかに我が艦を目標の駆逐艦へ 
と移動させなければならない。 

我な隊ぺ敵の戦闘機が向かってきた場合、こちらも迎撃機を出撃させて対応するが、あくまでも巡 
J 羊艦は友軍の救出へ向かわせる。 


なお、八 V □ットに経験を積ませる為に敵を全滅させるという手段もあるが、友軍艦の残り HP には 
常に気を付けて欲しい。 一 V > 

敵軍は作戦エリアに増援を送り込んでいるので、それらの戦力が登場する前には作戦を完了させた 
し)ちのである。 
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テレダイン級騾逐艦 

デュミナスの駆逐艦であるテレダイン級は、砲 
撃力と搭載機運用に加え、大型艦と同程度の 
作戦行動期間を重視した設計の為，星系各国 
の駆逐艦と比べると比較的大型である。 

しかし、内蔵の大型ミサイルを基本装備とする 
事は断念されている為、総合的な火力は他国 
の駆逐艦と変わらない。 


デトロワ軍の L 76 ア□フは、小型艦にも搭載可 
能な戦闘機として開発された。 

小型機ながらも、宇宙•大気圏内を問わず活動 
可能な能力を有していた為、本来は小型艦専用 
であったア□フは、地上部隊や一部の大型艦で 
も運用されていた。 







纖 


illW 


作戦開始時に、エリア上方と下方にいるふたつの敵部隊のどちらに向かうかを決める。 

この作戦に限らず、進撃ルートを決めて自軍戦力を集中させるのは基本中の基本だ。 

敵は次々と増援を送り込んで来るが、これには艦載機を迎撃に向かわせて対処し、我が艦はあくまで脱 
出ポイントに進む。また乗員に戦闘経験を積ませたいならば、ある程度は増援部隊を倒すのもいい。 
ただし、いつでもエリアを離脱できるようにチャージしておくか、クリア_ポイントの近くにいるように心掛 


けなければならない。 

I 


偵 ■ 想 . 

偵察や基地の轚備任務を担当する、デトロワ連邦軍の局 
地戦用小型艦で、航続距離が短い為、惑星間を移動する 
時は戦艦や空母等の大型艦に曳航されて移動する。 

対デュミナス戦においても多数のデネバ級が送り込まれ、 
占領軍に運用された。 
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艦隊への補給を行うデト□ワ軍の補給艦。 

1隻のミュグラ級補給艦で、5隻の戦艦を1力月の作戦行 
動を可能にできると言われる程の物資を搭載できる。 

デュミナス解放軍のゲリラ戦により、多数のミュグラ級が撃 
沈されている。 一〃/ 


AND THE UNIT* 


ここでは、できるだけ乗員達に戦闘経験を積ませたい。 

補給艦は反撃用の武装しか装備していないので、自分から攻撃をして来る心配はない。 

作戦開始直後は、補給艦の進行ルートを守る敵スクワイエルを集中攻撃し、これを早期に撃破する。 

な右、敵の補給艦もスクワイエルの護衛を受けているので、これも先に撃破しておいて、その後に補給 
艦を攻擊する。護衛のいない補給艦は絶好の目標となるだろう。 


MYUGURA 


UIIINI 







膝描 A J 親 





順調な戦果を上げてし\るデュミナス解放軍であったが、慢性的な戦闘要員の不足は深刻な問題となって 
おり、今後、より拡大される作戦展開の足かせとなる事は確実であった。 

また、奇襲作戦によるべース攻略や 補_隊 に対する襲撃は、敵占領軍に少なからぬ衝撃を与えたが、 


デト□ワ本国の連邦政府は、未だに解放軍 i を過少評価しており、占領政策にそのものを変更する必要は 


ないと考えていた。 


そこで解放軍は、デトロワ連邦領の近ぐに置かれる、敵の捕虜収容所を襲撃する作戦を立案する事にな 
る。 
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K 山557 


ORDER OF BRTTLE:DETOROUJn 
QERBELUM 匚 LRSS BRTTLECRUI 5 ER X 1 
YHRUM CLRSS CRUISER X2 

FIGHTRE “ L 76 RLDF ,5 X 3 

5 CLURIER “ C 58 DRYINE ” XB 

SRTELLE CRNNON “TYPE P -1 □日，’ XM 


テト□ワ連邦の領空苗域にある 「 KW 557」 は、捕虜収容所の中でも最大規模の人員を収容していた。 
そこに捕らえられている者は、元王立軍の軍人から傀儡政権への反体制主義者まで様々であった。 
KW 557 匙撃が成功すれば、解放軍の人員不足を解決できるばかりか、本国政府に与える影響も大き 
な物となる事が予想されたのである。 

この作戦の実行部隊には、ベース32攻略を成功させた遊撃艦隊が、ふたたび選ばれる事になった。 









K 山 557 


捕虜収容所は我が艦隊の前方、ほほ同高度にあり、その上下に戦闘衛星が2基ずつ配置されている。こ 
の戦闘衛星により構成された敵の防衛システムの破壊が、我が艦隊の任務である。 

基本的な作戦はベ_ス32攻略の時と同様だが、今回はより徹底した音_運用を考慮しなければならな 


敵の配置は我が軍隊から見て下記のとおりである。 

■作戦エリア左上方にア□フ戦闘機3機。 

_作戦エリア右下方にダイン型スクワイエルが3機。 

圃&部隊の後方に、ヤルーム級巡洋艦1隻ずつ(計2隻)。 

■中央後方に、デーベルン級巡洋戦艦1隻。 

敵軍は我が隊の2倍以上の戦力を持っているが、上方と下方に分散して配置されているので、これを各 
個に撃破してゆく。 
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まずは、左上方の戦闘機部隊を叩く方が効率がいいと思われる。 

戰黼機の方が移動力が高いので早く接触できる u また、防御力が弱し\ので早期に撃破が望めるからで 
ある。戦闘機部隊を片付ければ、後は接近してくる残りの敵を撃破してゆくのだ。 

, j * :.:i " ン \ t シ ^ r v j, * -V—.. 'r 

? •. ...y - , " .■パー [ . 、ぐ.- メーー , 

冬 . Vl j \ *-* r * l . -、• ^ 、、、 ， dlf 

問題となるのは、エリア後方にいる移動力の低い 2 隻の敵巡洋艦と、 1 隻の巡洋戦艦である。こちらの 



進撃が早すぎれば、それらの強力な敵と周時戦う事になり、逆に引きつけすぎると時間を失ってしまう 
戦闘をどの位置で行うかも、この作戦の重要な要素となるだろう。 


惑星軌道上やステーション等の拠点防衛に使用される戦 
闘衛星で、戦艦並の威力を持つ長射程砲を装備している。 
し K つかのバリエーシヨンを持つており v KW 557 に配備さ 
れた戦闘衛星は移動力を持たないタイプであった。 


KW557 



捕虜収容断、 . ../ ン，へ丨\ ノ、2 〆〆 / 

王立軍の捕虜や、デト□ワ軍が樹立させた新政権に批判 
的な者を収容していた為、収容所は解放軍の絶好の襲撃 
目標となった。 

特に、デュミナス星から離れた場所に建設された KW 55 フ 
は、デト□ワ軍では最大の捕虜収容所で、その防衛には1 
個警備艦隊と4基の戦闘衛星があてられていた。 


I min ； 




AND THE UNITS 


今回の作戦は、我がデュミナス王族を乗せている敵艦を捕獲するというもので、困難が伴う任務となる 
だろう 

敵艦の捕獲を戦場宙域（作戦エリア）で行う事は、ほほ不可能な為、まずは目標の敵艦をエリア外へ逃 
がし、その後にエリア外で待機している解放軍の別動隊が目標艦を捕獲する事になる。 


我々の任務は、王族達を乗せた目標艦をエリア外へ離脱させる事だ。 

敵の配置は我が艦隊から見て下記のとおりである。 

麵 我が隊に近い後衛には4機のスクワイエル。 ^ 

矚 我が隊か5遠い前衛には巡洋艦1隻と駆逐艦2隻。 

_ 目標の艦は敵艦隊の中央に位置している。 

まず後衛のスクワイエル隊を攻撃し、敵を戦闘に巻き込む。 

g 標艦は非戦闘用である事から、戦闘が開始されればただちに退避行動を開始すると思われる。 
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我々は目標艦以外の敵への攻撃を続行し、目標艦が作戦エリア外へ離脱するのを確認した5、作戦を 
終了し r 撤収する。 


こちらの襲擊を受けた敵は我々に王族を渡すまいとするだろう。 

その時に注意しなければならないのは、敵が王族達の抹殺という強行手段に出る可能性が十分に考え 
られる事である。 

その為に、我が艦隊は目標艦と敵の間に割り込むような行動をとる必要がある。このような乱戦におい 
て、いかに損害を抑えながら任務を達成するかが重要な課題となるだろう。 



RODA 



.R55>E3C0RT SORT 
R!N RRM5>I S-TURRETx 1 


I 川 III 


ロタ級護衛艦 

デトロワ軍の□ダ級護衛艦の主な任務は連絡任務や船団 
護衛で©る。 

わずか1基の主砲しか持たなし\小型艦ながら、惑星間を補 
給無しで移動できる航続距離を持ち、デトロワ軍の小型艦 
としては耐久力も高かった。 



CLfl55>CRUI5EF ： 

MAIN RFW5>T . M-TURRETX 

U:M，TURRETX ! 

1:TORPEDO MI5ILE 
LRUNCHER 1 






11 1 II 


ヤルーム級巡洋艦は、デト□ワ連邦艦隊の主力を構成す 
る艦である。 

本級の就役時、デトロワ連邦は多数の植民地を持ってい 
たため、長大な航続距離と適度な武装を持つ巡洋艦は大 
量に建造された。 

対デュミナス戦時は既に旧式化しつつあり、 コー バック級 
に比べると、いささか見劣りがするのは止むを得ない所で 

あつた0 

















またて敵が王族の艦を狙っている事を利用して I 敵の下部や後部等の有効なダメージを与えられる場所 
を攻撃したり、敵艦の背後に回り込んで、エンジンのある後部を集中攻撃してダメージを与え、移動力を 
奪うといラ戦法もある。 

だが、これらの戦法をとったとしても、王族の乗艦の位置と HP には、常に気を配っておく事を忘れては 
ならない。 



THE STRATEGY 

——_ _ 一 _ 

AND THE UNITS 

画# MiSSI 0,6 

敵は我が方の頭上に、2隊に別れて登場している。敵の目的は、 

王族達を乗せた艦を撃破する事であり、我が艦隊はこれを阻止 
しなければならない。 




敵の配置は我が軍隊から見て下記のとおりである。 

_戦0：リアの左上前方は、グーデフ級駆逐艦1隻とアロフ戦闘 
_ 機3機からなる部隊。 

エリアの右上後方は、デーベルン級巡洋戦艦〗隻とグー 
^フ暢駆逐艦1隻、さらにアロフ戦闘機が2機からなる部隊。 

敵は、いずれも王族達を乗せた艦より移動力が高い。 

王族の乗艦は戦闘には不向きだが、戦闘機の攻撃にはある程度 
は而ヰえられるであろう。 

そこ tf 、 まずは火力の高い敵艦を叩く事になる。敵の2部隊には 
それぞれ敵艦がいるので、こちらも部隊を二手に分ける必要が 
©る。 

これ世诌軍の戦力を分散する事になるが、1隻でも放っておけば 
王族達の艦が危険にさらされる可能性がある為である。 
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本来スクワイエルは宇宙空間における多目的作業ポ 
ッドだったが、その汎用性の高さに注目した軍が、兵 
器としての究を始めた。 

惑墨攻略において地上制圧に必要な戦闘車両は、橋 
頭堡を確保した後でなし\と投入できず、迅速な作 
戦遂行の障害となっていた。軍は、宇宙作業ポッドに 
重力下での行動能力を付加する事で、この問題を解 
決しようとしたのである。 

汎用作業ポッドであったスクワイエルは、任務に応じ 
て様々な兵装を装備する事ができ、その柔軟性から 
短期間で兵器としての地位を確立した。 


デュミナスのスクワイエル S l 1 I \ y / 

独立間もないデュミナスは、航空機や宇宙艦の設計はできても搭載する武装を開発する余力を持たな 
かった（これが当時のデュミナスの国力の限界だったのだ)。 

その結果、本体は自国で設計するが、兵装に関しては各国の各種兵装をアタッチメントを介して装備す 
るという独自の設計思想を持つに至る。 .， 

確かにスクワイエルは各種の装備が可能であったが、それは各国それぞれの規格に応じた装備に限定さ 
れていたり、兵器を制御するシステムの違いとし)う問題もあった;。 

その為デュミナスは、独立後しばらく自国のスクワイエルを設計せずに各国からの輸入に頼り、データ収 
集に務めた。 

そして、この設計思想に基づき開発したのが、デュミナス国産のスクワイエル第一号 「 R 1 タウ□ス J であ 

る。 .ぶ f し ..ぐ 」’ — 
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別故しつ3观 


デ a ミナス解鎮缽格的な反攻作戦に向けて勤き出す。 

それ I 勒 t の^□ワ軍による侵攻！寺に、デュミナス攻略の拠点となった購略要塞ガラドロフ」に対する 
攻撃つ/ C 。. ^ 0 g 0 . , ' 

f の戦塞を膨襄胃 Ik デュミナ:;®^ SW !8 iSfSttS&s 
$レ分 i 女を擁した讎軍の士気 

抵は 、解放軍の度唐!に業を蒙やした占領軍麵療 ㈱ ゲリラ戦専門 
f の部隊指揮官の候補者に充 ^^^ 9 S 地司令官の名前が挙げ!5れ t いた。 

と-軍の戦ぃ_泰.'そし麻激しさを増してぃ囊 

へと導くのは、 i 国解放の^1し如? . 

尚 itiifeJSSbs ^ i する軍事力なのだろうか？ 

























バンダイ ゲーム ステーション 


このソフトの内容についてのご質問は、 03-3847-5090 

[受付時間/月〜金曜日(祝日を除く） 10 時〜 16 時]にお問い合わせください。 


壽電話番号はよく確かめて，お間邐いのないよラにしてくださ 1 A ， 

•受付時間外の電話は、おさけください。 

籲秦京23区以外の方は、市外屬潘 (03) を； BEH のないよ3にしてくださ U _ 
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